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序章　政治家をめざした文筆家

ら
に
日
本
、
ア
ジ
ア
―
―
に
こ
だ
わ
っ
た
文
筆
家
、
政
治
家
だ
っ
た
。

ま
ず
「
漱
門
十
弟
子
」
赤
木
桁
平
の
評
伝
『
夏
目
漱
石
』（
一
九
一
七
年
）
を
手
に
漱
石
の
墓
の
あ
る
東
京
都
豊
島
区
南

池
袋
の
雑ぞ

う

司し

が
谷
霊
園
を
想
い
、
さ
ら
に
「
前
垂
れ
掛
け
法
学
士
」
池
崎
忠
孝
の
出
世
作
『
米
国
怖
る
ゝ
に
足
ら
ず
』

（
一
九
二
九
年
）
を
持
っ
て
大
阪
市
東
区
農の
う

人に
ん

橋ば
し

二
丁
目
の
池
崎
商
店
跡
を
考
え
た
。
雑
司
が
谷
の
漱
石
の
墓
で
は
あ
ま
り

に
芸
が
な
く
、
農
人
橋
二
丁
目
は
大
阪
大
空
襲
で
風
景
が
一
変
し
て
い
る
。
そ
の
生
き
ざ
ま
の
痕
跡
が
残
る
土
地
と
し
て
、

池
崎
家
の
菩
提
寺
・
徳
明
寺
の
あ
る
滋
賀
県
長
浜
市
石
田
町
に
決
め
た
。

２ 

文
治
派
・
石
田
三
成
の
顕
彰
―
『
概
説
石
田
三
成
』（
一
九
四
二
年
）

文
治
帷
幄
の
顕
彰
碑
と
文
部
参
与
官
の
墓

二
〇
二
二
年
二
月
四
日
、
私
は
徳
明
寺
か
ら
徒
歩
数
分
の
石
田
三
成
公
出
生
屋
敷
跡
に
池
崎
忠
孝
『
概
説
石
田
三
成
』

（
一
九
四
二
年
）
を
手
に
し
て
立
っ
た
。
同
書
は
「
太
平
洋
戦
争
の
関
ケ
原
」、
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
か
ら
の
二
カ
月
後
に

「
衆
議
院
議
員
・
元
文
部
参
与
官
」
の
肩
書
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
若
書
き
の
評
伝
『
夏
目
漱
石
』
や
出
世
作
の
『
米
国

怖
る
ゝ
に
足
ら
ず
』
よ
り
、
衆
議
院
議
員
の
『
概
説
石
田
三
成
』
が
メ
デ
ィ
ア
議
員
評
伝
の
目
的
に
適
っ
て
い
る
と
考
え

た
。「
軍
事
評
論
を
書
く
文
教
議
員
」
の
生
涯
が
「
武
功
を
求
め
た
文
治
派
」
の
そ
れ
に
重
な
る
か
ら
で
も
あ
る
。

石
田
三
成
公
出
生
屋
敷
跡
に
は
、
一
九
四
一
年
に
建
立
さ
れ
た
巨
大
な
顕
頌
碑（
図

-
）が
い
ま
も
屹
立
し
て
い
る
。

そ
の
解
説
パ
ネ
ル
に
は
「
衆
議
院
議
員
池
崎
忠
孝
」
の
名
が
は
っ
き
り
と

書
き
込
ま
れ
て
い
る
。

「
こ
の
碑
は
昭
和
十
六
年
十
一
月
と
き
の
滋
賀
県
知
事
近
藤
壌
太
郎
、

顕
彰
会
長
下し

も

郷ご
う

伝
平
、
衆
議
院
議
員
池
崎
忠
孝
氏
等
の
ご
尽
力
で
建

立
さ
れ
た
石
田
三
成
公
顕
彰
碑
で
す
。
表
の
題
額
は
文
部
大
臣
橋
田

邦
彦
先
生
の
書
に
な
り
、
裏
は
文
学
博
士
渡
辺
世よ

祐す
け

先
生
の
撰
文
を

当
時
の
滋
賀
県
知
事
近
藤
壌
太
郎
先
生
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。」

こ
の
石
田
三
成
顕
頌
を
推
進
し
た
中
心
人
物
は
、
内
務
官
僚
の
官
選
知

事
・
近
藤
壌
太
郎
や
貴
族
院
多
額
納
税
者
議
員
で
長
浜
町
長
・
下
郷
伝
平

で
は
な
い
。
大
阪
府
第
三
区
選
出
の
衆
議
院
議
員
・
池
崎
忠
孝
で
あ
る
。

そ
の
顕
頌
碑
か
ら
少
し
離
れ
た
山
麓
に
池
崎
忠
孝
の
墓
も
あ
る
。
徳
明
寺

の
ご
住
職
が
顕
頌
碑
建
立
時
に
書
か
れ
た
池
崎
の
色
紙
を
見
せ
て
く
れ
た

（
図
０
-２
）。
池
崎
は
幕
末
に
米
国
留
学
す
る
甥
に
向
け
た
横
井
小
楠
の
送

別
辞
か
ら
次
の
言
葉
を
力
強
い
筆
致
で
切
り
出
し
て
い
る
。

「
堯
舜
孔
子
之
道 

何
止
富
国 

何
止
強
兵 

布
大
義
於
四
海
而
巳
。（
堯

舜
孔
子
の
道
、
何
ぞ
富
国
に
止
ま
ら
ん
、
何
ぞ
強
兵
に
止
ま
ら
ん
、
大
義
を

四
海
に
布し

か
ん
の
み
。）」

右：図 0-1　石田三成顕頌碑（題字・橋田邦彦文部大臣）、
池崎忠孝『概説石田三成』グラビアより
上：図 0-2　石田三成顕頌碑建立奉祝会にて池崎忠孝
の書（徳明寺蔵）．
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池崎忠孝　著作年譜

／「
我
国
の
文
壇
は
何
故
に
不
振
な
る
か
」『
帝
国
文
学
』一
一
月
号
／「
小

剣
対
桁
平
―
小
剣
氏
へ
」『
近
代
思
潮
』
一
一
月
／
「
思
想
上
よ
り
見
た

る
現
代
文
明
」『
近
代
思
潮
』
一
二
月
／
「『
受
難
者
』
の
批
評
」「
赤
木

氏
か
ら
の
来
翰
」『
新
潮
』
一
一
月
号
／
「「
死
の
舞
踏
」
を
読
む
」『
時

事
新
報
』
一
一
月
二
・
一
〇
・
一
一
日
／
「
所
謂
『
自
然
主
義
前
派
』
に
就

い
て
―
生
田
長
江
氏
に
与
ふ
」『
新
小
説
』
一
二
月
号
（
④
）
／
「
今
年

の
我
が
文
壇
に
於
け
る
最
も
価
値
あ
り
最
も
感
動
せ
し
め
た
る
作
品
及
び

評
論
―
文
壇
三
拾
家
の
所
感
」『
文
芸
雑
誌
』
一
二
月
号
／
「
予
は
果
し

て
〝
自
然
主
義
前
派
〞
に
属
す
る
や
―
重
ね
て
生
田
長
江
氏
に
与
ふ
」『
帝

国
文
学
』
一
二
月
号
（
④
）
／
「「
事
件
」
と
「
人
」
の
二
方
面
か
ら
見

た
評
論
壇
」『
新
潮
』
一
二
月
号
／
「
大
正
五
年
の
創
作
界
」『
黒
潮
』

一
二
月
号
／
「
故
漱
石
氏
遺
作
『
明
暗
』
に
就
て
―
赤
木
桁
平
氏
と
語
る
」

『
時
事
新
報
』
一
二
月
一
五
日
／
「
夏
目
先
生
」『
読
売
新
聞
』
一
二
月

一
七
日
／
「
一
寸
考
へ
た
こ
と
」『
日
本
評
論
』
一
月
号
。

一
九
一
七
（
大
正
六
）
年
（
26
歳
）

　『萬
朝
報
』
論
説
記
者

七
月
、
池
崎
能
婦
子
と
結
婚
、
東
京
帝
国
大
学
法
科
大
学
独
法
科
卒
業
、

『
萬
朝
報
』
政
治
経
済
部
記
者
と
な
る
。

❸
赤
木
桁
平
『
評
伝
夏
目
漱
石
』
新
潮
社

　五
月
二
八
日

❹
赤
木
桁
平
『
近
代
心
の
諸
象
』
阿
蘭
陀
書
房

　七
月
二
〇
日

池
崎
忠
孝
「
中
央
文
壇
よ
り
」『
有
終
』
一
九
号
／
赤
木
桁
平
「
新
年
の

諸
作
家
」『
時
事
新
報
』
一
月
一
〜
一
三
日
／
「〔
漱
石
氏
の
人
と
芸
術
〕

漱
石
先
生
の
一
面
」『
科
学
と
文
芸
』一
月
号
／「
露
西
亜
民
族
の
宗
教
」『
大

学
評
論
』
創
刊
号
／
「
長
与
善
郎
氏
を
論
ず
」『
新
潮
』
一
月
号
／
「
予

が
求
め
る
煽
動
家
―
三
度
生
田
長
江
氏
に
与
ふ
」『
日
本
評
論
』
一
月
号

（
④
）
／
「
正
宗
白
鳥
論
」『
文
章
世
界
』
一
月
号
／
「
漱
石
先
生
の
追
憶
」

『
新
小
説
』
一
月
臨
時
号
（
③
）
／
「
写
真

　赤
木
桁
平
」「
新
春
文
壇
の

印
象
」「
芸
術
に
就
い
て
の
断
想
」『
新
潮
』
二
月
号
／
「
新
年
の
諸
作
家
」

一
〜
六
『
時
事
新
報
』
一
月
一
・
四
・
五
・
一
〇
・
一
一
・
一
三
日
／
「
赤
木

桁
平
氏
曰
く
」『
日
本
評
論
』
二
月
号
／
「
首
相
と
内
相
の
訓
示
に
対
す

る
批
判
」『
日
本
評
論
』三
月
号
／「
評
論
家
よ
り
創
作
家
へ
」『
時
事
新
報
』

三
月
三
〇
・
三
一
日
／
「
此
頃
の
文
壇
」『
国
民
新
聞
』
三
月
二
一
日
／
「
文

壇
の
近
事
を
論
ず
」『
黒
潮
』
三
月
号
／
「
評
論
家
と
な
る
ま
で
」『
中
央

文
学
』
四
月
号
（
④
）
／
「〈
吾
々
の
要
求
す
る
所
は
〉
智
識
と
自
覚
と

信
念
と
を
」『
日
本
評
論
』
四
月
号
／
「
文
壇
書
家
立
志
の
動
機
（
ど
う
し

て
文
壇
に
出
た
乎
）
―
漢
文
か
ら
来
た
興
味
」『
文
章
倶
楽
部
』
五
月
号
／

「〈
私
の
十
七
の
時
〉
政
治
家
志
願
の
中
学
生
―
犬
養
さ
ん
に
私
淑
し
た
」

『
文
章
倶
楽
部
』
六
月
号
／
「
大
鉄
槌
を
揮
つ
て
遊
蕩
文
学
を
撃
滅
せ
よ
」

『
武
俠
世
界
』
五
月
号
／
文
壇
諸
家
年
譜
「
赤
木
桁
平
」『
新
潮
』
七
月
号

／
「
臥
榻
の
傍
ら
に
て
」
一
〜
五
『
時
事
新
報
』
八
月
二
・
三
・
四
・
五
・
七

日
／
「
現
代
の
文
壇
と
白
樺
派
の
運
動
」『
新
潮
』
九
月
号
／
「
中
流
社

会
の
生
活
難
に
対
し
て
」『
新
公
論
』
九
月
号
／
「
ト
ル
ス
ト
イ
の
先
駆
者
」

『
ト
ル
ス
ト
イ
研
究
』
九
月
号
／
「
動
き
つ
ゝ
あ
る
文
壇
」『
新
公
論
』

一
〇
月
号
／
「
諸
家
文
章
の
印
象
1

　武
者
小
路
実
篤
氏
―
平
淡
の
中
に

味
が
あ
る
」『
文
章
倶
楽
部
』
一
〇
月
号
／
「
森
鷗
外
論
」『
黒
潮
』
一
〇

月
号
（
⑨
）
／
「
秋
宵
雑
筆
」『
帝
国
文
学
』
一
一
月
号
／
「
大
正
六
年

の
文
芸
界

　評
論
壇
の
諸
問
題
」『
新
潮
』
一
二
月
号
／
「
若
し
下
院
議

員
と
な
ら
ば
何
を
要
求
す
る
乎
」『
新
公
論
』
一
二
月
号
／
「
田
中
氏
と

若
宮
氏
」『
中
央
公
論
』
一
二
月
。

一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
（
27
歳
）

　『萬
朝
報
』
退
社

長
男
・
修
吉
誕
生
。
養
父
・
池
崎
小
三
郎
、
忠
孝
と
能
婦
子
の
結
婚
を

承
諾
。
二
月
、『
萬
朝
報
』
退
社
。

❺
赤
木
桁
平
『
人
及
び
芸
術
家
と
し
て
の
高
山
樗
牛
』
新
潮
社

　一
月

二
二
日

赤
木
忠
孝
「
先
生
の
一
代
は
暗
黒
的
芸
術
也
」『
文
壇
名
家
書
簡
集
』
新

潮
社
／
赤
木
桁
平
「
涓
埃
雑
筆
」『
帝
国
文
学
』
一
月
号
、「
田
中
王
堂
論
」

『
新
潮
』
一
月
号
／
「
民
間
に
於
け
る
露
国
の
諸
宗
派
」『
雄
弁
』
二
月
号

／
「
諸
家
文
章
の
印
象
6

　志
賀
直
哉
氏
の
文
章
―
彫
刻
的
な
感
じ
」『
文

章
倶
楽
部
』
二
月
号
／
「
春
分
の
頃
」『
読
売
新
聞
』
四
月
七
日
／
「（
諸

家
回
答
）
一
、
最
も
好
む
土
地
、
二
、
最
も
好
む
花
、
三
、
最
も
好
む
人
」

「
文
芸
評
論
家
十
五
氏
の
文
章
研
究
」『
文
章
倶
楽
部
』
五
月
号
／
「
私
の

好
き
な
歌
人
」『
短
歌
雑
誌
』
六
月
号
／
「
余
は
如
何
な
る
文
章
を
好
む
乎
」

『
文
章
倶
楽
部
』
六
月
号
／
「
民
衆
芸
術
の
意
義
」『
新
潮
』
六
月
号
／
「
芸

術
家
の
心
（
フ
ロ
ー
ベ
ル
論
）」『
文
章
世
界
』
六
月
号
（
⑨
）
／
「〔
戦
時

の
印
象
〕
二
大
傾
向
の
対
立
」『
太
陽
』
6
月
記
念
増
刊
号
／
「
ダ
･
ビ

ン
チ
の
言
葉
（
一
）」『
ア
ラ
ラ
ギ
』
七
月
号
／
「
時
代
一
瞥
」
上
下
『
読

売
新
聞
』七
月
二
四
・
二
六
日
／「
夏
の
旅
行
地
の
感
想
―
軽
舸
に
乗
じ
て
」

『
新
潮
』
八
月
号
／
「
涓
埃
雑
筆
」『
帝
国
文
学
』
九
月
号
／
「
私
の
友
だ

ち
及
び
友
情
観
3
―
結
局
相
対
的
の
も
の
」『
文
章
倶
楽
部
』
一
〇
月
号

／
「
地
方
文
学
」『
国
民
新
聞
』
一
〇
月
二
日
／
「
鉛
刀
一
割
」
一
〜
七
『
時

事
新
報
』
一
〇
月
三
・
四
・
五
・
六
・
八
・
九
・
一
〇
日
／
A
生
編
「
文
壇
諸

家
二
十
歳
前
後
4
―
赤
木
桁
平
、
広
津
和
郎
、
谷
崎
精
二
、
芥
川
龍
之
介
、

土
岐
哀
果
、
久
米
正
雄
」『
文
章
倶
楽
部
』
一
一
月
号
／
「〈
裸
体
美
芸
術

の
解
放
〉
警
察
眼
と
美
術
眼
」『
日
本
一
』
一
二
月
号
／
「
モ
ン
テ
ー
ヌ

の
こ
と
」
上
下
『
読
売
新
聞
』
一
一
月
七
・
九
日
／
「
文
章
家
と
し
て
の

新
進
諸
家
―
有
島
武
郎
、芥
川
龍
之
介
、野
村
愛
正
、江
口
渙
、久
米
正
雄
、

菊
池
寛
、
広
津
和
郎
、
豊
島
与
志
雄
、
里
見
弴
、
長
与
善
郎
」『
文
章
倶

楽
部
』
一
二
月
号
。

一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
（
28
歳
）

次
男
清
次
郎
誕
生
、
二
ヶ
月
で
早
世
。
帝
劇
女
優
・
白
井
寿
美
代
と
の

ゴ
シ
ッ
プ
報
道
。
一
一
月
、
東
京
を
去
り
、
大
阪
市
東
区
農
人
橋
二
丁

目
池
崎
商
店
に
転
居
。

赤
木
桁
平
「
黎
明
の
死
」『
中
外
』
一
月
号
／
「
最
近
歌
壇
に
於
け
る
万

葉
復
活
に
就
い
て
」『
短
歌
雑
誌
』一
月
号
／「
精
神
の
自
由
」『
文
章
世
界
』

一
月
号
／
「
文
壇
新
人
録
（
二
十
六
家
写
真
・
略
歴
）
芥
川
龍
之
介
、
赤

木
桁
平
」『
文
章
倶
楽
部
』
一
月
号
／
「〈
現
代
の
青
年
を
動
か
し
つ
ゝ
あ

る
政
論
家
・
思
想
家
〉
も
の
淋
し
き
我
政
論
界
・
思
想
界
」『
中
央
公
論
』

一
月
号
／
「
文
壇
偶
話

　詩
に
酔
ふ
心
」『
新
潮
』
二
月
号
／
「
聡
明
と

憂
鬱
と
」『
読
売
新
聞
』
二
月
二
三
日
／
「「
土
」
の
作
者
の
追
憶
」『
ア


